
番号 項目 意見・提案の内容（要旨） 石巻市の考え方

【第１部　総論】

1 第１章
計画策定に当たって
１　計画策定の趣旨

　石巻市に住む全ての方々へ子育てや子
どもを取り巻く環境に目を向けてもらう
よう伝えていく必要性があると感じた。
【理由】多様な計画に対し、関心がない
と意味がない。

　計画の主旨や個別の事業が、子育て
世帯をはじめ地域の方々にご理解して
いただくよう周知を行ってまいりま
す。

2 第２章
石巻市の子ども・子育てを
取り巻く環境
２　教育・保育施設の状況

　保育園と幼稚園の定員と入園者総数に
大きな差があるが、こども園が開園する
ことによって、更に保育園、幼稚園の経
営が厳しくなるところが出てくることは
考えられるか？またその場合の対策はあ
るのか？

　現在及び今後予想される教育・保育
の供給量と需要量から考え、公立のこ
ども園の開園による、民間の教育・保
育施設の経営への影響は懸念しており
ません。

3 　定員割れの状態でありながら待機児童
が減らないことへの対策はあるのか？

　１つの要因として、教育・保育施設
の利用は、利用者の選択制となってい
ることが考えられます。地域の状況や
利用者の動向を見据えながら、教育・
保育施設の整備を進めてまいります。

4 ３　地域子ども・子育て支
援事業の状況

　核家族のかぎっ子対応のための学童保
育・児童館の拡充を希望。学童待機児童
の解消希望。長期休暇の短時間預かりの
充実を希望。街・学校・幼保での見守り
希望（不審者対策の為）。

　子どもの居場所として児童館の役割
は重要と考えておりますが、集団移転
や区画整理の状況を見据えながら設置
について検討してまいります。
　また、放課後児童クラブの待機児童
解消のためクラブ室の整備を進めてま
いります。
　なお、本計画では、行政・関係機関
等地域全体で子育て世帯や子どもを支
えることを基本理念としておりますの
で、地域におけるさまざまな資源と連
携・協力しながら協働の体制を図り、
子どもが安全に育つ環境に努めてまい
ります。

5 ４　子ども・子育て支援ニー
ズ調査の結果概要

　アンケートの集計数が半数以下と少な
いが、今後このような制度への市民の関
心を高めるとともに、集計数を増やす対
策は考えているか？

　より多くの市民に関心を持っていた
だけるように周知方法とアンケートの
手法については、研究してまいりま
す。

6 　子ども・子育て支援ニーズ調査にある
「子どもの成長、発達での心配、不安の
有無」に対し、具体的にどのようなこと
が挙げられるのか知れるとよりよいと感
じた。
【理由】不安要素が明確化されることで
よりニーズに沿った計画を立て実行する
ことが出来るため。

「子どもの成長、発達での心配、不安
の有無」については、アンケート調査
の中で具体的な意見も含めて聴いてお
り、そうした回答に基づき本計画を作
成しております。

7 ５　子ども・子育て支援の
課題

　(3)　障害児への対応について、早急な
対策が必要。具体的な計画を示して頂き
たい。発達相談も含め一元化した子ども
相談センターの設置を検討願いたい。
【理由】障害児の支援が遅れており、受
け皿が大変少ない現状がある。お困りの
方が大勢いると思う。

　障害児に対する施策として、障害の
特性や一人ひとりの状況に応じたきめ
細かな支援体制の強化に努め、相談指
導の充実を図ることが必要と考えてお
ります。
  主な取組としては、児童発達支援セ
ンターの設置を検討することとしてお
ります。
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8 第３章
子ども・子育て支援の基本
的な考え方
１　基本理念

　　第３章　キャッチフレーズ　について、そだ
てる喜びあふれるまちの中の図に、親が働く
であろう企業の支援の姿勢が感じられない。
【理由】石巻市の企業は「当然ながら子育て
する親への支援を行わなければならない」と
の強い姿勢が感じられない。親への支援を石
巻あげて行うのであれば図の中に企業や学
校の姿も必要だと思う。

　ご意見にあります「企業の支援」に
ついては必要性を認識しておりますの
で、企業等の子育てに対する理解等を
促進するよう努めてまいります。

9 　「スマイル子育て」について、　「子育て」と
言う言葉は親とこどもの関係のみと家庭的な
イメージがある。　家庭の中だけと思われない
ように社会の責任をもっと打ち出すべきだと
思う。

　新制度に対する国の方針は、保護者
が子育ての第一義的責任を有すること
を前提としており、本市においても計
画の基本理念の１つとしております。
同じ基本理念の下、地域全体で支え合
うものと認識しております。

10 ２　家庭・地域・事業者・行
政の役割

　図の中の［ｎｐｏ　ボランティア」が市民より大
きな活字で書かれているのはおかしい。市民
が中心になるべき。

  地域の人々を始め、市民全体とボラ
ンティアが一体となり、子どもや子育
てを支えるイメージを表現しておりま
すので、「市民」と「ボランティア、
ＮＰＯ」の文字の大きさは同じにして
おります。

11 　石巻市の多くの方に石巻市の子ども子
育て支援の関心・理解を深めてもらえる
ように、意識に訴え、広く呼び掛けてい
く必要があると感じた。キャッチフレー
ズを活かし、新聞、ラジオ、インター
ネットを使って効果的な宣伝などがある
と良いのではないか。
【理由】これだけしっかりとした計画が
あっても、子ども子育てに対する現在の
市民意識は高くはないので、広く市民に
伝わらなければ、もったいない。

　ご意見のとおり、本市の多くの方々
に広く呼び掛けていくことは重要であ
ると考えておりますので、子ども・子
育ての関心を高めるため、子ども・子
育てハンドブックを全体的に見直し、
子育て家庭を中心に配布する予定であ
ります。さらなる広がりとしては、市
報掲載等において周知を図ることを検
討します。

第２部　施策の展開

12 第１章
子どもの健やかな成長を
支える
１　家庭の子育て機能の強
化

　家庭教育学級の位置づけですが、いまだ
に学校にお願いしている石巻市の体制から
は抜け出しても良いと思う。それこそ大学や
各ＮＰＯ団体があるし、健全な住民自治を育
てる上でも家庭教育学級は学校から切り離す
べき。他の市町村では信頼に足る地域の団
体が実施していた。それが理念に合致すると
思う。

　学校にとっても保護者にとっても家
庭教育の充実は重要な課題であると認
識しております。
　震災後、以前にもまして保護者は孤
立化しストレスを抱える傾向にあり、
その解消の場、子を持つ親の悩みの解
決の場として、多くの保護者に学習に
参加していただくため、各学校及びＰ
ＴＡと連携しながら家庭教育学級を実
施しております。
　家庭教育を効果的に進めるには、学
校と地域の協力が不可欠であり、ま
た、学校は保護者にとって身近な場で
あることから、きめ細かく家庭教育を
実施するのであれば、学校から切り離
すのではなく、現行の幼稚園、小・中
学校単位で行う方が良いと考えており
ますが、御意見の趣旨については、今
後、家庭教育学級の実施状況や他の市
町村の動向などをみながら、慎重に検
討してまいりたいと考えております。
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13 　「男女共同参画推進事業」の“参画”、参加
と参画の違いが理解できない。

　「男女共同参画」につきましては、
国（内閣府）で定めている一つの用語
として捉えていただければと思いま
す。
※参考までに「参加」は、行事などに
加わること。「参画」は、計画段階か
ら積極的に参加すること。

14 ２　地域の子育て機能の強
化

　地域の子育て機能の強化ですが、学校や
幼稚園が「地域」として一くくりにされているの
は、おかしいと思う。学校や公的幼稚園は行
政側の施設なので、市の政策として推進すべ
き事柄ではないか？

　公的機関であっても、子ども・子育
ての社会資源であり、地域があるから
学校や幼稚園等があり、そうした施設
を地域全体で支え合い、地域の方々が
活用するものであると考えます。
  よって、市の施策として、地域と協
働することが重要としております。

15 ３　幼児期の教育・保育の
充実

　幼稚園教諭・保育士等のみならず、子
育て支援団体も交えた資質向上のための
研修会があるとよいと感じた。
【理由】幼稚園教諭・保育士だけではな
く石巻には子どもとかかわり、子どもの
最善の利益のために活動している大人が
存在するため。

　ご意見については必要性を認識して
おりますので、検討してまいります。

16 　不登校・引きこもり児童対策を希望。
【理由】不登校の低年齢化が進み、ニー
ズがあるから。

　不登校や引きこもり児童に対して
は、スクールソーシャルワーカー、ス
クールカウンセラー、その他各機関と
の連携を図り、対応に努めています。
　また、「石巻市子ども支援関係者会
議」でケース会議を行い、児童精神科
医師からの助言を受けて対応していま
す。
　更に、教職員・保護者向けの講演会
を実施し、不登校児童に対する対応及
び不登校を生まない学校づくりについ
て理解を深めています。
　今後も、家庭や地域、各機関との連
携を強化し、子どもたちが健やかに成
長できる環境づくりに努めてまいりま
す。

17 ４　発達支援・療育体制の
充実

　発達支援・療育体制の充実について、「親
が第一義的な責任を負う」と云った基本理念
が感じられない。　行政にとってはなかなか保
護者の理解が得られず苦労する分野でしょう
が、障害者や障がい児の支援についても行
政が主導するのではなく保護者が第一義的
な責任を負って養育すること。市が全面的に
支援することなどが文言に表れると良いと思
う。

　本計画では、保護者が子育ての第一
義的責任を有することを前提としてお
りますので、ご意見のとおり行政が主
導するものではないと認識しておりま
す。
  また、「市が全面的に支援する」な
どの文言の表記につきましては、市は
もちろんのこと地域や各関係機関と連
携しながら、一人ひとりの将来を見据
えた支援の充実を図ることが重要と考
えております。

18 　 発達支援・療育体制の充実について、

(1)～(4)全て１箇所に集約した支援セン
ターの設置を願っている。乳幼児期も含
めた発達相談・療育・判定・就労支援な
ど発達相談など全ての機能を集約して頂
けると、複数機関を回らずに済み当事者
とその保護者の負担軽減に繋がると思
う。
【理由】支援体制が整っていない為、複
数機関を回り時間と労力がかかり、中に
は仙台まで相談に行っている方もいる。
どこに相談したらいいのか迷う。

　乳幼児期も含めた発達相談・療育・
判定・就労支援など全ての機能を集約
することは難しい状況にありますが、
障害児やその家族の相談支援、保育所
等訪問支援、児童発達支援事業等を実
施する児童発達支援センターの設置を
検討いたします。
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19 　(4) 発達支援事業の推進と児童相談所を
はじめとする関係機関との連携強化では、保
護者の意向を尊重しながら・・などの文言が
必要かと思う。基本理念との整合性から。

　本計画では保護者が子育ての第一義
的責任を有することを前提としており
ますので、ご意見のとおり、保護者の
意向を尊重した上で、支援事業を推進
するため関係機関との連携を強化して
まいりたいと考えております。

20 第２章
子どもの人権の尊重と安
全・安心を守る
１　子どもの権利の推進

　子どもの権利条約の普及。
【理由】市民や社会全体の認識の不足や
誤解、無知を感じるから。

　子どもの権利の普及は、大人の理解
が重要と考えており、教育・保育・子
育て支援関係機関等に対して講演会を
実施しており理解・普及を推進してま
いります。

21 　「子どもの権利条約」内容を記載して
はどうか？
【理由】条例を理解したいから。

　本市の「子どもの権利に関する条
例」は、子どもの権利条約（外務省Ｈ
Ｐ参照）にある「生きる」、「育
つ」、「守られる」、「参加する」の
４つの柱を基に条例を作成しておりま
すので、条例を理解していただければ
条約の主旨を理解できるものと考えら
れます。
 なお、参考資料に「子どもの権利に
関する条例」を掲載する予定です。

22 第３章
安心して子どもを生み育て
られる環境をつくる
１　母子保健の充実

　母子保健の充実について、　「フッ素塗布」
が出てきますが、異論のある意見を載せてし
まってはいかがなのか？石巻市の保健婦さ
んたちの総意なのか？

　石巻市では、２歳児歯科健診におい
て、保護者の同意が得られた児童に対
して、フッ化物塗布を実施していま
す。
　家庭での歯みがきの定着と食生活の
見直し（特に間食の取り方）が子ども
のむし歯予防の基本であり、ご意見の
とおりフッ化物塗布に対して異論を唱
えている方もいらっしゃいます。
  石巻市では、３歳児健診結果のむし
歯罹患率が高く、１人平均むし歯数が
多い宮城県の中でもワースト１０に
入っている状況を踏まえ、平成１８年
度に策定された「石巻市健康増進計
画」の「歯の健康」の中に、「フッ化
物塗布を実施します」という行動計画
を掲げ、子どものむし歯予防を目的
に、平成２０年度から２歳児歯科健診
において、歯質強化があるとされる
フッ化物塗布を行っております。むし
歯予防対策の１つとして実施しており
ますので、ご理解願います。

23 ５　安心して子育てできる
生活環境の整備

　安心して子育てできる生活環境の整備
について、駐車場完備で屋内外の遊び場
(公園、児童館)の整備、育児サークル活
動等が出来るスペースを合わせ持つ子ど
もセンターの充実をお願いしたい。
【理由】近所に公園、児童館がないた
め、遊び場を探すのに苦労している。公
園を見つけても混み合っていて遊具で遊
べない時もある。また、育児サークル活
動などが出来るスペースがあると、子育
て支援に繋がると思う。

　子どもの居場所として児童館の役割
は重要と考えておりますが、集団移転
や区画整理の状況を見据えながら設置
について検討してまいります。
  また、子どもセンターも子育てサー
クルの活動が可能な施設として利用し
ていただけます。子育て支援センター
についても同様にそうしたスペースで
ありますので、活用してください。
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24 第４章
仕事と生活の調和の実現
を促す

　仕事と生活の調和について、これは親に第
一義的な責任を負わせる・・のであれば子育
ての中心になるのは「生活」であるのが普通
だと思う。　なのに、仕事が家庭より重視され
ている印象を受ける。　「生活」が先に来るべ
きではないかと考える。
　また、仕事と生活の・・ではなく、生活と仕事
の調和ではないか？そうでないとすればその
わけは何か？
【理由】より良い家庭生活のために仕事を
するのは必要だが、仕事が何よりも優先
する概念ではない。保育所行政だけを考
えればそうなるが、より良い生活のため
に仕事があるのだと考える。

　本計画は、少子化対策でもあり、そ
のためには、安心して産み育てられる
環境が大切であり、かつ、仕事と生活
が両立できる環境が必要となります。
仕事が優先との視点では無く、両立で
きる環境を目指していくものです。

25 １　多様で柔軟な保育サー
ビスの提供

　事業所内保育の普及。
【理由】仕事をしたい女性の声をよく聞
くので。

　事業所内保育の興味とニーズが高い
事業所については、実施に向けて支援
をしてまいります。

26 ２　仕事と子育ての両立を
支援する就労環境の整備
促進

　(2)について（「働き方の見直しに向け
た意識啓発」）事業主からのアピールで
すが、地域一体となり男性の育休取得を
推進し、子育ての重要性を男性に理解し
てもらう機会を増やして欲しい。
【理由】男性の子育てへの理解や重要性
の認識が少なく感じている。地域で見守
る前に家族が一体となってほしい。

　事業者の協力と理解を得るように、
市としても意識啓発に努めてまいりま
す。

27 第１章
教育・保育施設の充実
２　教育・保育提供区域の
考え方について

　第３部　こども･子育て支援事業計画につ
いて、　第１章　に記載ある（幼児期の学校教
育利用の希望が強い）とはどういうことか？

　幼児期の学校教育利用の希望が強い
利用者とは、本来は保育の必要性があ
る満３歳以上児で幼児期の教育(幼稚
園)を希望する意向が強い保護者のこ
とです。

28 　小学校・中学校の記述がありません。幼稚
園保育所は詳しく書いてあるが、共に子育て
をするのが学校であるとの認識はあるのなら、
学校の部も需要量等の記述が必要だと思う。
他のところには中学校などの記述もあるの
で。教育委員会ではデータはあるはずだ
が・・・。

　本支援事業計画では、幼児期の教
育・保育、地域子ども子育て支援事業
の量の見込と供給量の見込を示すもの
です。小学校や中学校に関しまして
は、教育委員会で示す計画等をご参考
にしてください。

29 　量の記述はあるが、趣旨にあります「質」の
記述が見当たらない。質の向上についての手
立てがないと思われてもしょうがないと思う。

　質の向上に関しましては、第２部の
施策の展開で掲載しております。

30 ３　教育・保育の一体的提
供の推進

　幼・保・小連携の体制強化に対し、と
ても必要性を感じた。子どもたちひとり
ひとりの細かな変化や様子を共有し、
幼・保・小の職員が共に子どもたちの成
長を見守り、支援して頂きたいと感じ
た。（人数が多い学校への入学、幼・保
からは離れた小学校へ移転のため入学す
る子どもたちは特に）
【理由】移転や生徒の増加が進むなか、
ひとりひとりへの支援や日々の様子を観
察したり小さなサインに気付くことが難
しくなっているのではないかと推測する
ため。

　幼・保・小の連携は重要なことと捉
え、市としても連携の強化に努めてい
ます。
 桃生地区で作成した幼稚園、保育所
でのアプローチカリキュラム、小学校
でのスタートカリキュラムを市内の
幼・保・小で共有できるようにしてい
ます。
  現在も、幼・保・小の教職員同士、
幼児と児童の交流を実施しています
が、更に充実させたいと考えていま
す。
  また、小学校に入学する際の引き継
ぎ事項を検討し、幼・保・小で子ども
の成長をこれまで以上に共有できるよ
うにし、スムーズな接続が行えるよう
に努めてまいります。

【第３部　子ども・子育て支援事業計画】
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31 第２章
地域子ども・子育て支援事
業の充実
１　地域子ども・子育て支
援事業の需要量および確
保の方策

　地域の子ども・子育て支援事業の充実につ
いて、　（１）旧市内東西各１箇所ずつＮＰＯ法
人に委託とあるが、どのようにしてきめるの
か？公共の場ですから　「一部で利害に基づ
いて選ばれた」と誤解されない方法できめな
ければならないと思うが、きめ方はＯＰＥＮに
されるのか？

　ご指摘の委託事業につきましては、
本市が定める契約に関する規定に基づ
き実施します。

32 　児童館の普及。仙台市では1小学校につ

き、1児童館、それに比べると大変少なく
感じる。特に石巻市の住宅地は都会化さ
れてきているので、今後ニーズが高まっ
てくると予想される。
【理由】放課後児童クラブは充実してい
るが、条件に該当しない家庭や年齢の子
どもの受け皿となる場が少ない。

　子どもの居場所として児童館の役割
は重要と考えておりますが、集団移転
や区画整理の状況を見据えながら設置
について検討してまいります。

33 　市外在住世帯も石巻市に職場がある等
の関わりがあれば、病児保育・子育て支
援拠点の利用可、即対応する体制を希
望。
【理由】緊急時に備えて。

貴重な御意見として承ります。

【その他】

34 　『親が第一義的な責任を追う』『社会が支え
る』と言った基本理念が計画全体に行き届い
ていないように感じられる。趣旨には家庭･地
域･民間団体等とあるが、　「企業」が入ってい
ないわけはどうしてか？
【理由】「企業」を入れたほうが良い。保護
者が仕事をしている企業が変わらない限
りしわ寄せが弱者に向かうので。

　ご指摘の「企業」については、民間
団体等に含めて考えております。

35 　保育士、教員、児童厚生員、児童支援
員、プレーワーカーなどの子どもと関わ
る仕事をされる方々の労働環境の向上。
【理由】担い手不足の解消。身分の保
証。

　保育士等の処遇改善について、関係
機関と連携しながら、労働環境等の向
上に努めてまいります。

36 　計画案を通して「障害」という表現が
多用されて気になった。

　国の法律等において「障害」と記述
があるため、本計画においても「障
害」と記述いたしました。

37 　計画案自体、目を通しやすくパブリッ
ク・コメントを寄せやすいものにする工
夫が必要と思った。

貴重な御意見として承ります。
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